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１ 課題設定の理由 

  宇和島城は、３００年以上もの間火災や伐採から免れてきたため、巨木や珍しい植物が存在す

る。今では、災害時の避難場所になっているため、避難した時に薬草の知識や生息域を理解して

いれば、宇和島場周辺の多くの植物の中から薬草を見つけ出し、活用することができると考え調

査を行うことにした。 

 

２ 仮説 

宇和島城周辺には、多くの種類の植物が生息していることが知られている。その中には、多く

の災害から免れてきたため、当時の怪我や病気に対処するために植えられていた有効な薬草や 300

年続く自然ならではの珍しい薬草が自生しているのではないか。 

 

３ 調査方法 

(1) 準備 

図書館で薬草の種類を調べる。(効果や使用法、その薬草の特徴も調べる。) 

(2) 調査 

宇和島城周辺に行き調べた薬草がどのような場所に生息しているのか調査し薬草を見つけ

た場合、写真を撮り種類および生息場所を記録する。 

(3) マップの作成方法 

宇和島城を上り立ち門周辺から公園①、公園②、公園から桑折氏武家門③、公園から天守閣

④、天守閣から桑折氏武家長屋門⑤で分けてまとめる。 

 

４ 調査結果 

  作成したマップを図２に示

す。また、増田和夫(2006)を参

考に、宇和島城周辺における植

物の分布（表１）と主要な植物

の効能（表２）をまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 作成したマップ 



               表１ 宇和島城周辺における植物の分布 

      

                表２ 主要な植物の効能 

 

 

５ まとめと今後の課題 

今回は、300年続く森林にしかないような珍しい薬草を発見することができなかった。しかし、

調査結果から、オオバコはほとんどの場所で確認できることがわかった。公園は人が多く集まり

やすい場所である。そのため、多くの薬草を人口的に植え怪我したときに対処することが可能で

あるといえる。今回、作成したマップを発展させていくことが今後の課題である。 
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場所    効果 ○風邪系、下痢   ×外傷 □皮膚関係 △その他 

① 上り立ち門から

公園   

オオバコ、チャ

ノキ 

アオキ、ヤブツバキ  カキノキ 

クスノキ 

② 公園 オオバコ、ダイ

ダイ、ビワ 

アオキ、ツワブキ、 

ヤブツバキ 

ネズミモチ クスノキ 

③ 公園から桑折氏

武家長屋門 

 アオキ、フユイチゴ 

ヤブツバキ、ユキノ

シタ 

ネズミモチ クスノキ 

④ 公園から天守閣 オオバコ アオキ、ヤブツバキ ニワトコ 

ネズミモチ 

クスノキ 

⑤ 天守閣から桑折

氏武家長屋門  

 アオキ、ヤブツバキ 

ユキノシタ 

ネズミモチ クスノキ 
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